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特別顧問・特別参与が従事した職務の遂行に係る情報（事後公表）

【担当課：副首都推進局　制度企画担当】
	議題
	大阪にふさわしい大都市制度のあり方について

	日時
	令和２年10月15日(木)　14時55分～15時45分

	場所
	東京事務所

	出席者
	(特別顧問・特別参与)：田中特別顧問
(職員等)：副首都推進局理事、制度企画担当部長、制度企画担当課
長代理

	論点
	○大都市制度の検討状況について

	主な意見
	・住民説明会の開催状況については、内容を理解。
・副首都・大阪の成長や発展のためには、特別区制度（いわゆる「大阪都構想」）を実現することが重要。広域機能一元化後の新たな大阪府では、大阪の成長に向けた司令塔として、国際金融センター誘致などの施策を強力に推し進めていくことが重要。
・大阪府と大阪市の両議会で承認を得た特別区設置協定書について、住民へ理解を求める広報活動を行うことは、行政として自然なことではないか。

	結論
	特別顧問のご意見を踏まえ、引き続き検討を進める。・各資料のデータは、当概要データと同様にホームページへ掲載してください。


	説明等資料
	○「特別区設置協定書」について（説明パンフレット）
○市長説明資料
○知事説明資料

	備考
	

	関係所属
（部課）
	






